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ササニシキ中苗育苗における

ロングの利用効果

宮城県農業センター土壌肥料部

主任研究員兼作物栄養科長 武 田 良 和

1. はじめに

健苗ほど移植後の不良環境条件に対する抵抗力

が強く，安定性に優っているので，昔から「苗半

作」と言われている。本県でも，健苗育成と適期

田陣えとを，稲づくりの基本技術として指導の徹

底を図っているところである。

本県における健苗としての目安は，表-1に示

苗の窒素濃度を 4%以上に維持し，かつ徒長させ

ない苗作りのためには，温度・水管理のほか，施

肥の面でも細心の注意が必要である。

この点，被覆肥料は肥効期間が長く，追肥によ

る窒素供給量の調整も不要で，窒素養分の過不足

も少ない等，本県の中苗育苗には適した利点があ

ると考えられた。

すとおりである。さらに苗の栄養条件としては， そこで，ロング(100日夕イプ〉を利用するこ

窒素濃度が 4%程度は確保されていることが，活 とによって，中苗育苗期間の追肥を省略し，速効

表-1 苗の種類別の目標値

項

着良化のためには必要と考えられる。

一箱あたりの播種量は，乾籾で稚苗 160g，中

苗 100g，施肥量は窒素ー燐酸・加里成分量が，

それぞれ稚苗 2g，中苗1.5gを基準としている。

追肥は葉色に注意して，稚苗では1.5葉期頃，

中苗では1.5葉期及び 2.5葉期の 2回に，窒素成

分で箱あたり 1gを施用するよう指導している。

中苗育苗では，育苗センターや規模の大きい個

人の場合には，追肥の労力もかなりのものとな

る。

加えて本県では育苗期間の気象変動が大きく，
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性肥料追肥の苗と同等以上の苗質を有する健苗の

育成が可能ではなし、かと考え，試験を実施した。

その結果，本県における中苗育苗に最も適した

ロング利用施肥法を確立できた。以?に，結果の

概要を紹介する。

2. 試験方法 や

(1)育首法

と 科学 平成 2年11月1日

①供試品種 ササニシキ

②播種目 平成 l年 4月12日

① 播種量 100g /箱(乾籾換算〉

④床土 水田土〈強粘質， 3.3kg/箱)

① 無加温出芽(パイプハウス，ベタ掛け〉

(2)試験区の構成

表-2のとおり。 1区3連制。

表一2 試験区の構成

区番号 試験 IR 名

3 ロング 5g区:b 

4 " " . c 

5 ロング 7g区:b 

6 " " . c 

11 " " : b 

12 " " . c 

;主)普通化成は窒素・燐酸・加里各10%

速効性成分量
(g/箱)

窒~{燐酸加m

1.0 1.0 1.0 

1.5 1.5 1.5 

1.0 1.0 1.0 

1.5 1.5 1.5 

1.0 1.0 1.0 

1.5 1.5 1.5 

緩効性成分量
(g/箱)

窒素燐酸 加里

5.0 4.3 5.0 

5.0 4.3 5.0 

7.0 6.0 7.0 

7.0 6.0 7.0 

14.0 12.0 14.0 

14.0 12.0 14.0 

普通化成追肥区には硫安で窒素 1gづつを 4月24日及び 5fj 2日に施用
ロンク、、各区のa.b. cにはそれぞれ普通化成を併用

3. 結果と考察 図-1 育苗終了時の苗草丈
(1)苗の生育 (cm) 

図-1に播種後 17 

35日〈育苗終了時〉

の苗草丈の処理区

聞における相違を
F 宇ー-A 

示した。横軸は表

-2の試験区番号

である(以下の各

/ 
図共通〉。 血 血一戸.

区番号 2が普通

化成基肥に硫安 2

回を追肥した区で、 14 

あり，慣行育苗法

に相当し，対照区

とする。

各区ともに，表
13 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
-1に示した中 区番号



この場合， ロング

の施用量が多いほ

ど，草丈は伸長す

る傾向がみられ，

ロングの窒素14g

ではその傾向が顕

著であった。

また，図-2に

播種後経過日数と

草丈の推移を示し

たが，ロング施用

量が同ーの場合，

速効性肥料施用量

の多いほうが草丈

は伸長し，初期の

生育の違いがその

後の生育に影響を

及ぼしたものと考

えられる。しか

し，ロング10g施

用区では速効性肥

料施用量による差

は極めて小さかっ

た。

播種目， 35日後

と生育が進むに従

って，対照区に比

較して草丈は伸長

する傾向が認めら

れた。

ロング窒素 5，

7 gでは，速効性

肥料窒素1.0gの

ときの草丈は対照

区 (2区〉よりも

短く， 1. 5 gに増

量するとやや伸び
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草丈の播種後の推移図-2
(cm) 
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育苗終了時の苗地上部乾物重図-3
(g/100本)
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物

重 2.2
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2 
12 

すぎる傾向となった。

ロング窒素10g施用では草丈も対照区に優り，

かつ徒長傾向もなく，速効性肥料施用量の影響も

少なかった。

首地上部乾物重も，草丈と同様の傾向であった

11 10 9 678  
区番 号

苗の草丈目標値の範囲に入っている。しかし，

4， 11， 12の各区はやや伸びすぎの傾向で，充実

度(図-4) も低下したので、好ましくない。

区番号 3，5， 8~11は速効性窒素1. 0g で，ロン

グ肥料の窒素がそれぞれ5，7，10，14gである。

5 4 3 2 1 
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が(図-3)，草丈の傾向に比較して，速効性肥

料施用量の増加による乾物重増加は大きくない。

このことは，速効性窒素施用量が増加すると，

やや徒長傾向となったためと考えられる。

この傾向は速効性肥料窒素1.5gに，ロング窒

素14g施用した場合には顕著で、あった。

乾物重を草丈で

除した値，即ち単

位長さ (1cm)当

たりの重さを充実

度といい，苗の形

質を判断する指標

としている。徒長

することなく，ガ

ヅシりとして重い

健苗ほど充実度が

高く，中苗では

1. 5'"'-'2. 0が目標値

である。

試験結果は図-

4に示したが，ロ

ング窒素の施用量

が多いほど，上昇

する傾向がある。

しカミし， ロング》包

用量が同ーの場合

は，速効性窒素の

施用量が増加する

と顕著に低下する

傾向を示してい

る。

ロング窒素lOg

施用区では，この

傾向は小さく速効

性肥料窒素施用量

の影響が比較的少

ない結果となっ

た。

対照 2回追肥区

を基準としてみる

と，区番号5，8，

10; 11がほぼ同等

充

実1.5

度
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玉三
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1.7 
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~、寓

か優る傾向であった。

しかし，乾物重及び後述する苗の窒素濃度など

を考慮すると 8，11区の苗質が，より優っている

と考えられる。

(2)苗の栄養状態

育苗終了時の苗窒素濃度は 4%を目標としてい

図-4 育苗終了時の百充実度

¥ 

%
 

i

I

R

U

F

D

 
d
且

τ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
区番号

図-5 育苗終了時の苗地上部窒素濃度
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るが，図-5に示したように対照施肥区 (2区〉

及び速効性窒素1.5g十ロング窒素 7g以上の区

で，この値を超えていた。

ロング10g施用区は速効性窒素の施用量の影響

が小さく， 3区ともに苗窒素濃度は4%以上とな

っているが，乾物重及び充実度の結果では，速効

性窒素1.0g区が良い結果となっている。

育苗終了時の地上部養分吸収量を表ー3に示

す。

窒素吸収量は育苗中期以降はロング区が対照区

より優り，育苗終了時ではロング窒素lOg以上の

区で対照区よりも優った。

表-3 育苗終了の時養分吸収量

吸収量

区番号 試験区名 (rng/100本)

窒素燐酸加里

1 普通化成無追肥区 63 25 27 

2 " 追肥区 91 29 31 

3 ロング 5g区:b 70 25 31 

4 " " . c 83 32 41 

5 ロング 7g区:b 84 28 37 

6 " " C 89 29 38 

7 ロング10g区.a 96 27 38 

8 " " : b 97 31 38 

9 " " . c 97 33 41 

10 ロング14g区.a 103 31 41 

11 " " : b 113 33 41 

12 " " . c 106 30 40 

苗の燐酸，加里の濃度・吸収量でも，育苗終了

時でロング施用区が対照区よりも優り，ロング施

用量の多い方がやや高い傾向であった。ロング施

用量間の関係は，窒素で最も明瞭であり，加里，

燐酸の順で不明瞭となっていた。肥料成分の溶出

特性を反映したものと考えられる。

(3)溶出割合

と 科学 第三種郵便物認可 (5) 

床土内最高気温は播種後約10日間24
0

C以上の高

温で経過したため，この聞に50%程度の窒素成分

の溶出がみられた。また，播種9日後から35日後

までの溶出は，窒素で13%であり，燐酸，加里は

この間の溶出が極めて僅かで、あ‘った。

(4)本田における生育及び収量

6月中旬 (8葉期頃〉まではロング施用区の生

育が優ったが，減数分裂期には差が見られなくな

った。養分吸収量は，ロング窒素10g以上施用区

では，各養分ともに対照区に比べて優り，収量も

ロング施用区がし、ずれも優った。

(5)まとめ

ロングは肥効期間が長く，中苗育苗における追

肥の省略が可能であるが，初期生育促進のため速

効性肥料を上乗せして施用する必要がある。

ロング窒素を 7gとすると，慣行並の苗が得ら

れるものの，首窒素濃度がやや低い。田植時の苗

窒素濃度目標値を 4%を確保し，徒長させずに健

苗を得るためには，ロング窒素lOgの施用が適当

と判断された。

なお，育苗肥料の相違が生産費へ及ぼす影響を

試算すると，追肥に本県でかなり使用されている

液肥を施用した場合には，速効性肥料+2回追肥

の施肥法でもロング施用と大差のない肥料代とな

ったが，硫安追肥ではロングの方がコスト高であ

った。しかし，追肥の労力を労働費として計上す

ると，ロング施用によるコスト上昇分はほぼ減殺

された。

平成 2年度は，速効性肥料を配合したロング肥

料及び山土使用の場合も検討したが，特に問題は

なく，このまま適用拡大が可能と判断された。

ロングの利点は肥効が長期継続することである

が，このことは徒長させ易い欠点ともなるので，

緑化終了以降の温度管理及び水管理には特に注意

を促している。


